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CALL ME LAZY
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前作『GET MORE!!』から11ヵ月ぶりになるニュー・シングル。前作は
ROACHが持つ人懐こいポップ性に焦点を当てた開けた作風だった。
ライヴでも違和感なく、セットリストにも馴染んでいたように思う。が、
今作はある種バンドの原点に立ち返った攻撃的な音にシフトしてい
る。表題曲は5年前からあったものらしく、イントロから雪崩れ込んで
くる迫力漲る音像に背筋がビッと正される。曲調も贅肉を削いだスト
レートな潔さに満ち、それがまたとてもかっこいい。Track.2「stay 
there」はヘヴィ＆メロディアスの配合が絶妙で、沖縄の空や海が頭
を過るスケールの大きな楽曲だ。Track.3「ドロップキック」は曲名が
物語るようにパンチある発語とブリブリの音色にアガること必至。全
曲ライヴの絵が見える。 荒金 良介

－それは大きな変化じゃないですか。

taama：そうですね。自分たちはこうじゃなきゃいけない、みたなものがなくなった気がす
る。毎回言ってるかもしれないけど、リスタートみたいな気持ちはありますね。今回昔の曲
（「CALL ME LAZY」）を入れたことも大きいし、『GET MORE!!』は自分たちにないも
のをやってみようという感じだったけど。今は引き出しにあるものしかないんだから、この
武器を磨くしかないじゃんって。 
Daisuke：俺、今年の3月にケガして、2ヶ月くらいバンドはサポートを入れてライヴをやっ
てたんですよ。そこで生まれて初めて自分のバンドを外から見る機会があって、こうした方
が流れがいいとか、第3者的に見れたし、それで良くなった気がする。
taama：1人ずつ定期的にケガした方がいいね？

－それはダメでしょ（笑）。バンドがよりお客さんやフロアを向くようになったんですね。で
は、今作はどんな気持ちで臨みました？

くぼっち：「CALL ME LAZY」が昔の曲なので、いい意味で振り返ることができました。昔
の曲をやることで自分たちの良さはこういうところなんだって、再確認できたんですよ。ラ
イヴや音源もこのバンドは“進化”ではなくて“深化”だなと。taamaも言ってたけど、毎回
初心に戻れてる感じがするから。でもやってることはブレてないと思います。

－今回はどの辺に深化を感じます？

くぼっち：「CALL ME LAZY」は昔の曲だけど、ほかの2曲は『GET MORE!!』のリリース
で経験したものを曲に反映できたと思います。ライヴを意識したので。
taama：キャッチーだけど、ポップにならずにすんだというか。『GET MORE!!』は俺の中
でポップに寄りすぎた感じがあったし。もう少しヘヴィな感じにしたかったけど、そうならな
くて。今回「CALL ME LAZY」以外の2曲は、そのバランスがうまく取れてるなと。

－ええ、ROACHらしいヘヴィさとメロディアスな要素をきちんと1曲に落とし込めてる印象です。
 
Daisuke：『GET MORE!!』はライヴ感というより、一体感を求めてましたからね。沖縄っ
てお客さんのノリも自由で、例えばこっちはスカだったら、スカダンスしたり、みんなでサー
クルモッシュしたり……。
taama：沖縄はバラードでもダイブするからね（笑）。
Daisuke：そう、ノリがむちゃくちゃなんですよ。で、こっちにツアーで来て、初めてそういう
ノリ方があるんだって、知ったんですよ。
taama：むしろ最初の頃は一体感があるノリに違和感を感じて。えっ、ロックでしょ？って。
無駄な反発心がありましたね（笑）。

－ああ、なるほど。

勝也：この予定調和は何だって。ほんとに楽しいの？って。

taama (Vo)　くぼっち (Gt)　勝也 (Ba)　Daisuke (Dr)
インタビュアー：荒金 良介

－まず前作『GET MORE!!』レコ発ツアーから振り返ってもらえますか？

Daisuke：いつだっけ？年中ツアーしてるからわからない（笑）。
taama：いいツアーだったんじゃないですかね。ぶっちゃけ、あまり覚えてないんですよ、半
年以上前だから。でもいろいろ試したツアーだった気がします。セットリストもああしよう、
こうしようって。
くぼっち：前より一体感は増したと思う。あと、単純にセットリストも組み方を考えて、今ま
で通りオリャー！って行く感情も大事だけど、そこだけじゃなくて、曲の振れ幅で見せたりと
か、それは初じゃないかな。勉強になりましたね。やっぱりバラードを間に入れたから……。
Daisuke：そうだそうだ！聴かせる曲を入れたりして、いろいろ試したから。対バンもあま
りバラードはやらないし、面白いんじゃないかと思って。その後に「HIGH FIVE!!」をやると、
盛り上がり方がまた違うし、新しい反応が見れました。

－『GET MORE!!』の曲をセットリストに入れることで変わったと？

taama：というより、マンパワーで貫き通すことに一旦限界を感じて、曲の機能性に目を向け
なきゃいけないと思った時期だったんですよ。結局マンパワーに戻って来てるけど（笑）、流れ
をどう作ればいいのか、どうやったらもっと伝わるのか、何も知らないでマンパワーを使うの
と、知っててマンパワーを使うのでは全然違うから。ライヴの組み方を学んだツアーでしたね。

－バンド的に得るものは大きかった？

taama：自分たちの走り方が『GET MORE!!』のツアーが終わってから、わかってきた気が
する。
くぼっち：セットリストの組み方を考えてなかった頃と比べたら、全然違いますね。こうした
ら、こういう反応が来るんだって、緩急を付けるようになった。それをわかった上でやると、
ライヴのときの気持ちも違いますね。
taama：もっと音でお客さんと会話できてる気がする。前はぶつけてぶつけて、ついてくる
奴にさらにぶつける感じだったから。

－ははは、確かに。

taama：今はちゃんとキャッチボールできてる気がします。

－なぜそれができるようになったんでしょう？

taama：1度ぶつけるのは止めようとしたのかな。音を垂れ流していないと不安なバンドだ
けど、音を止めたときに、お客さんは何をしてるんだろと考えるようになった。主張するより
も、1度受け止めなきゃいけないなと。

まったんですけど、そのときの雰囲気を思い出しました。だから、すごく良かったですね。

－話を曲に戻しますが、Track.3「ドロップキック」は耳に引っかかる面白いギター・フレー
ズを入れてますよね？ああいう試みも新鮮でした。

くぼっち：あれは同期っぽいものを入れたいと思ったけど、生音が好きなので、ギターでそ
れっぽいフレーズを弾こうと思ったんですよ。あの曲は生々しい印象があったから、ちょっ
と違う要素を入れたくて。それを電子音でやっちゃうと浮くから、ギターでやろうと。

－あれはミュートで弾いてるんですか？

くぼっち：そうですね。あと、あの曲のギター・ソロはtaamaが弾いてます。
Daisuke：あっ、そうなんだ！
くぼっち：レコーディングまでめっちゃ考えてたんですよ。ギリギリになってもどうしよう
かなと悩んでいたら、taamaが“ちょっと弾いてみるわ”って。そしたら、“かっこいいじゃ
ん！”って（笑）。
taama：彼（くぼっち）は緻密に考えてくるんですよ。“そんな緻密さはいらねえ”みたいな。
バン！ジャン！でいいよ、むしろ音符もいらないぐらいで、やったらでき上がりって感じでした。

－いざ弾いたら、曲にバッチリ合ったんですね。

くぼっち：うん、あれは僕には出せないですね（笑）。
taama：ギターは弾くもんじゃなく、叩くもんだと思ってるから。

－パッと出たアイデアを採用する点も、今はバンドの風通しがさらに良くなってるんでしょうね。 

くぼっち：それは絶対あるでしょうね。楽しかったですもん。
taama：わりとレコーディングは塞ぎ込みがちになるからね。
くぼっち：超ナーバスになりますもん。
taama：今回はフワッとやれましたね。今が1番いい状態だし、後は走るだけかなって。
くぼっち：心境としては、ちょっと『OKINAMERICA』の頃と心境が似てるんですよね。あの
作品も自分たちと向き合えてやれたものなんですよ。今回もそういう感じがあるんですよね。
taama：俺らはライヴ・バンドなので、曲を出すときのテンションどうこうより、
『OKINAMERICA』のときに音源では1周したかもしれないけど、ライヴでは今やっと1周
してるのかなと。ライヴも悩みながら、いろいろ試してきたけど、最終的にそのままでいい
じゃん、というところに来れてるかもしれない。好きなようにやるよって。もう1回まっすぐ
な気持ちに戻って、やるだけですね。  

－歌詞に関して聞きたいんですが、全体を通して伝えたいことは？

taama：う～ん（長い沈黙）。

－“とにかく生きてやろうぜ笑ったもん勝ち”（「CALL ME LAZY」）、“行こうぜ　生こうぜ”
（「stay there」）と、2曲とも生きるという言葉が使われてますよね？

taama：とにかくポジティヴな感情を出してます。ただ、流されずに生きていこうよと言い
たいけど、別に流されるのが悪いと思わないし、という気持ちもあるんで。こうじゃなきゃ
ダメと言うつもりもないし、みんなで前に進んでいかなきゃ始まらないと思うから。愛して
るから、一緒に生きて行こうぜってことですね。ただ、一緒に生きるというのは多々問題が
生まれるわけで、それを解決しながら進んでいけたらいいですね。否定したり、分けたりす
るわけじゃなく……難しいですね。

－“Stay there.Stay there. -行こうぜ　生こうぜ-”という歌詞の繋げ方もユニークで、
“stay there”はそこにいなさいという意味なのに“行こうぜ”と呼びかけてますよね。

taama：“俺は行っちゃうけど、来なくていいの？”って感じです。子供の頃って、不貞腐れ
て意地張るじゃないですか。

－その人の意志は尊重しつつ、連れて行きたいということ？

taama：うん……そうっすね。集団化されて、続けてることってあるじゃないですか。環境
問題の話に捉えるとわかりやすいかもしれないけど、そのままでいいの？って、問いかけて
る曲です。今僕たちが置かれてる状況すべてに対して、良くないとわかっていながら、止め
られないこの時代に対して、それでいいの？って。止められないからって、嘆いてる場合で
もないし、誰かのせいにしてすむ問題じゃない。憎む相手を決めたら、収まるという単純な
問題でもないから。それに対するクエスチョンな気持ちはありますね。あと、この曲のサビ
は三線っぽく聴こえるフレーズもあって、沖縄の人が改めて沖縄から飛び出して思ったこと
みたいな。そういう風にも聴いてもらえるかなと。歌も叫びまくってるけど、「stay there」
は全体を通して、自分の印象はビューティフルなんですよ。今そういうバンドはいないし、
2000年代初頭は美しくて激しい叙情系のハードコア・バンドがたくさんいましたからね。
それを含めて、この曲は昔っぽい印象を持つ人もいるかもしれない。

taama：リハでも“気持ちあげてもらっていいですか？”と言われて、気持ちだったら、何も
変わらんだろうって思ったり（笑）。
Daisuke：話を戻すと、乗りやすい曲を試したのが『GET MORE!!』でしたね。

－ROACHなりに聴き手に寄り添う曲を作ったと。そして、今回のリード曲「CALL ME 
LAZY」は5年前からあったものだそうで、当時の曲作りはどんな感じでした？

勝也：今とそれほど変わらないですね。原曲を誰かが持って来て、メロを乗せるなり、アレ
ンジを加えたりして。でもあの頃は曲ができたら、すぐライヴで試してました。今はレコー
ディングでしっかり固めて、それからライヴでやりますからね。当時は曲作って、ライヴで試
すの繰り返しでした。
taama：ライヴでも途中で演奏を止めてましたからね（笑）。ああ、もう感じわかったらい
いやって。
Daisuke：それを笑いに変えられるヴォーカルだし……でも今考えると、ヒドイですね（笑）。

－「CALL ME LAZY」はライヴでやったことがあるんですか？

taama：ちょっとやってた時期はありました。客の反応は覚えてないなあ。
Daisuke：曲はほんと知ってる人は知ってるかもしれない。

－この曲はものすごくかっこいいですね。なぜこんなにいい曲を眠らせてたんですか？

くぼっち：ダイちゃん（Daisuke）はずっと押してたんですよ。
Daisuke：ずっと出したいと言ってたけど、誰も聞いてくれなくて。

－ほかのメンバーは納得してなかった？

taama：カップリング感覚だったので、“出そう？”と言われても、そうだねと言いながら、
忘れるぐらいの曲でした。
勝也：この曲がめちゃくちゃいいとか、そういう感覚もなかったというか、気付いてなかっ
たんでしょうね。このシングルの曲作り中に昔の曲を聴き返したんですよ。そしたら、やっぱ
り「CALL ME LAZY」はいいなと思って。

－時間を経て、改めてこの曲のどこがいいと感じました？

勝也：衝動って言うんですか。勢いもあるし、パンク・スピリットじゃないけど、オラオラな
感じがいいなと。
taama：キレイだよね、流れが。無理がないというか。
くぼっち：構成的にもいわゆるサビがなくて、核になるものがないから、未完成な曲みたい
なイメージだったんですよ。だから、世に出せるのかなと思って。いろいろ試したけど、その
まんまが1番かっこ良かった。

－ありがちな話ですね（笑）。

くぼっち：それがまたバンドの心境にリンクしたんですよ。いろいろやったけど、シンプルが
1番いいじゃんって。そういう意味でも今これが出せて良かったですね。

－バンド的にもシンプルで、直球なものを欲していた？

くぼっち：ライヴにおける心と心の会話だったり、人と接するときもそうだけど、面倒臭い
のはいいやって。無駄なものは全部削ごうと。
taama：自分たちらしさって何だろうね？
くぼっち：そもそも器用じゃないもんね。できることをしっかりやる方が伝わるし、かっこい
いなと。
taama：残りの2曲はどうですか？

－2、3曲目もすごくいい曲だと思います。さきほども言いましたが、ROACHが持ってるヘ
ヴィさとメロディアスな側面がうまく融合されてるし、ヘンにこねくり回さないストレートな
良さが出てるなと。

taama：そうですね。でも「ドロップキック」はこねくり回したかな（笑）。だけど、無駄なもの
を削ぎ落とせた気がする。「stay there」は一瞬でできましたね。何もこねくり回してない。

－そうなんですね。

くぼっち：最後に作った曲なんですよ。
Daisuke：時間がないから何か録ろうと思ったら、できちゃったんですよね。
taama：宿題は最後にやった方がいいタイプです（笑）。

－ははは、考え過ぎない方がいい方に転ぶと。

くぼっち：「CALL ME LAZY」は初期衝動があるし、「stay there」「ドロップキック」は
それを踏まえた上で、今の自分たちなりのサウンドを入れられたと思う。ツアーを経て、今だ
から出せた曲だなと。今回の3曲はバランスがいいと思います。

－レコーディング自体はどうでした？

勝也：今までの中で1番いい環境だったんじゃない？
くぼっち：山中湖で初めてやったんですよ。
勝也：やりたいエンジニアさんと、やりたい環境でやれたことが良かったです。
taama：落ち着ける場所でやれましたからね。いつもワサワサやってる感じだけど、外で気
分転換もできたし、作業もサクサク進みました。いい意味で遊びの延長でやれました。
くぼっち：個人的には4、5年前にアメリカに行って、そのときもエンジニアさんの家に泊

もう1回まっすぐな気持ちに戻って、やるだけですね

初期衝動全開で攻めるヘヴィ＆メロディアスな1枚！


